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2016 年 12 月 6 日、72 カ国・地域の 15 歳計約
54 万人を対象とした「国際学習到達度調査（PISA）」
の結果が経済協力開発機構（OECD）により公表された。

「科学的リテラシー（活用する力）」「数学的リテラシー」
の２分野の日本の平均点はそれぞれ２位と５位で、順位
を上げたのに対し、「読解力」の分野では前回の 4 位か
ら８位に下がった。そもそも 00 年以降 8 位→ 14 位
→ 15 位→ 8 位→ 4 位→ 8 位と推移し、日本の「読解力」
はそれほど高くないと認識したほうがよさそうだ。

読解力とは何か。この調査では「情報へのアクセス・
取り出し」「統合・解釈」「熟考・評価」の３側面がある。
09 年の詳細調査における日本の正答率は 82.8％、
63.8％、56.0％で OECD の正答率をいずれも上回って
いる。しかし無回答率は 2.0％、2.5％、10.9％と「熟考・
評価」で非常に高く、OECD の無回答率 7.2％を 3.8 ポ
イントも上回っている。「熟考・評価」の出題例を見よう。

ジュースバーで販売や接客のスタッフを募集してい
る。未経験者でもお客様を喜ばせたい情熱を持っている
人ならだれでも歓迎する。募集するシフトは、月曜日夕
方 3 時間、火曜日夜 2 時間、水曜日夕方 2 時間、木曜
日夕方２時間、金曜日夜２時間。同じシフトで週 2 回勤
務できることが条件。採用者は、週当たり最大で２シフ

トの勤務が可能だ。それでは、なぜ、「週当たり最大２
シフト」という条件で求人を行っているか。これに対し
て自由記述を求めている。

正答は「雇用者や非雇用者に利益やメリットがあるこ
とに言及している」「シフトに関する２つの条件に一致
している」ことが基準となる。例えば、「誰かが病気になっ
た場合を想定して多くの人材を確保したい」「学生が３
シフト以上働くことは難しい」といった回答だ。
「週１シフトの場合は仕事に慣れない」「被雇用者のシ
フトを同じにすることができる」等は誤答となる。前者
は２回シフトを最大でなく最小条件と捉えており、後者
は今回の募集以外も含めたすべての被雇用者のシフトを
同じにする必要性については言及されていないからだ。
大人でも誤答が出そうな問題だ。この問題、OECD 平
均の正答率 50% に対し日本は 43% と非常に低い。
「熟考・評価」では、与えられた条件を正確に判断する
ことが正誤の分かれ目となっている。条件に当てはまる
具体例を記述する問題は得意でも、条件を思い込みで情
緒的に解釈したり、条件が及ぶ範囲を広く捉え過ぎたり
すれば論理的思考を妨げることになる。単純に読書の時
間を増やせば済む話ではなく、自分たちのバイアスを自
覚することが重要となる。

PISA調査における読解力国際比較（全72カ国・地域のうちトップ15の推移）
2000 年 得点 2003 年 得点 2006 年 得点 2009 年 得点 2012 年 得点 2015 年 得点

1 フィンランド 546 フィンランド 543 韓国 556 上海 556 上海 570 シンガポール 535
2 カナダ 534 韓国 534 フィンランド 547 韓国 539 香港 545 香港 527
3 ニュージーランド 529 カナダ 528 香港 536 フィンランド 536 シンガポール 542 カナダ 527
4 オーストラリア 528 オーストラリア 525 カナダ 527 香港 533 日本 538 フィンランド 526
5 アイルランド 527 リヒテンシュタイン 525 ニュージーランド 521 シンガポール 526 韓国 536 アイルランド 521
6 韓国 525 ニュージーランド 522 アイルランド 517 カナダ 524 フィンランド 524 エストニア 519
7 イギリス 523 アイルランド 515 オーストラリア 513 ニュージーランド 521 アイルランド 523 韓国 517
8 日本 522 スウェーデン 514 リヒテンシュタイン 510 日本 520 台湾 523 日本 516
9 スウェーデン 516 オランダ 513 ポーランド 508 オーストラリア 515 カナダ 523 ノルウェー 513
10 オーストリア 507 香港 510 スウェーデン 507 オランダ 508 ポーランド 518 ニュージーランド 509
11 ベルギー 507 ベルギー 501 オランダ 507 ベルギー 506 エストニア 516 ドイツ 509
12 アイスランド 507 ノルウェー 500 ベルギー 501 ノルウェー 503 リヒテンシュタイン 516 マカオ 509
13 ノルウェー 505 スイス 499 エストニア 501 エストニア 501 ニュージーランド 512 ポーランド 506
14 フランス 505 日本 499 スイス 499 スイス 501 オーストラリア 512 スロベニア 505
15 アメリカ 504 マカオ 498 日本 498 ポーランド 500 オランダ 511 オランダ 503
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まつだ・きょうこ●津田塾大学国際関係学科卒業後、日本能率協会
総合研究所で10年間公共系の地域計画コンサルタントとして勤務。
その後、東京農業大学国際食糧情報学科助手を経て、現在、農業マー
ケティングアドバイザーとして農産物商品開発や販路開拓などをサ
ポートする。㈱結アソシエイト代表取締役。
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熟考・評価が必要な読解力に関する

日本人（15歳）の正答率


